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Ⅰ．懇談会の設置目的および開催状況 

１．設置目的 

昭和41年、富士見丘小学校の敷地に隣接して中央自動車道と東京都市計画道路放射第

５号線（以下「放射5号線」という。）が計画された。以来、富士見丘小学校では、同校

PTAが中心となって、富士見丘小学校に通う子どもたちの成育環境を守るため、長く道路

問題と向き合い続けてきた背景がある。昭和51年にはいわゆる五者協議会で確認書が締

結されるなどを経て、今日に至っている。 

その富士見丘小学校の周辺において昨年来、近い将来に富士見丘小学校の教育環境に

大きく関わるであろう状況の変化が見えてきている。具体的には、富士見丘小学校の改

築の検討時期が近づいてきている中で、今後東京都により、放射５号線の本格供用に向

けた整備事業、都市計画高井戸公園（以下「高井戸公園」という。）の整備事業が進めら

れていくことである。 

教育委員会は、以上を踏まえ、富士見丘小学校周辺の将来的な都市計画施設整備等に

よる教育環境の変化とその対応について、学校関係者及び学識経験者と懇談し、広く意

見を交換することを目的として、この会を設置・開催した。 

 

２．開催状況 

懇談会は、平成25年8月から平成26年2月まで計5回開催した。 
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Ⅱ．懇談事項の背景  

各委員が意見を交換するうえで、事務局から概要説明を行ったうえで懇談を行い、以下の

状況について、共通理解を深めた。 

 

１．富士見丘小学校の特性 

（立地特性） 

○富士見丘小学校は、杉並区の西南に位置しており、指定通学区域は、久我山一・二丁

目、高井戸西一丁目、上高井戸一・二丁目である。世田谷区・三鷹市との区境に位置

し、開校は昭和29年4月である。現在の校舎竣工は昭和42年3月である。 

○富士見丘小学校は、通学区域のほぼ中央に位置しているが、通学区域が変則的な形状

をしていることもあり、通学距離がやや長くなっている。また、通学区域内に環状８

号線、甲州街道、放射５号線などの幹線道路が縦および横方向に通っており、登下校

時の交通安全には十分な配慮が必要となっている。 

 

（児童数等） 

○平成25年５月時点において、富士見丘小学校の指定通学区域内の居住する児童数（学

齢期人口）は483人である。このうち、富士見丘小学校に通学している児童は274人で

あり、４割以上の児童が他校に通学している。なお、他校の通学区域から富士見丘小

学校に通学している児童は17人である。 

○通学距離が長い、幹線道路の横断を要するなど、通学に困難を伴うエリアがあり、通

学区域の一部については、世田谷区が指定校変更を認めているために世田谷区の小学

校を含む他校への通学を選択する児童もいるものと思われる。 

 

（周辺地域の課題） 

○上高井戸地域には、区内の他地域と比較すると、区立施設が少なく、富士見丘小学校

と上高井戸区民集会所が立地しているのみである。 

○富士見丘通りは、自動車交通量が比較的多い道路であるが、歩道の幅員が十分に確保

されておらず、歩行者の安全面でやや課題がある。また、京王井の頭線の富士見ヶ丘

駅直近の踏切があり、朝夕のラッシュ時には相当の長さにわたる渋滞も発生している。 

 

 

＊資料１：富士見丘小学校周辺環境図 （第２回−資料１） 

＊資料２：富士見丘小学校指定通学区域の児童の在籍校 （第２回資料５） 
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２．富士見丘小学校と環境問題（歴史的な経緯） 

（中央自動車道・放射５号線の計画に伴う環境問題の発生） 

○昭和41年、富士見丘小学校に接する位置に中央自動車道と放射５号線が計画決定され、

富士見丘小学校は主要幹線道路に面することとなった。当時は、幹線道路沿道の環境問

題が社会的に大きな関心事となっており、計画された幹線道路が開通すれば、富士見丘

小学校の環境は著しく悪化することが十分に予想された。 

○平成5年2月に富士見丘小学校PTAが発行した「道路問題について」によれば、昭和47年に

児童の保護者の一部有志により設立された「富士見丘子どもを守る会」の署名活動に端

を発する活動は、その後PTA全体に拡がりを見せた。PTAは地域の環境と子どもたちの健

康を守るため、区議会、都議会、国会への請願や関係省庁等への働きかけなど、さまざ

まな運動を展開した。高井戸地区公害対策協議会等の地元団体の活動もあり、富士見丘

小学校交差点付近に計画されていた中央自動車道下り線高井戸オンランプの設置はひと

まず凍結された。また、富士見丘小学校PTAには、他のPTAには例の見られない公害特別

委員会が設けられた（平成19年3月まで活動）。 

 

（五者協議会の設置と確認書の締結） 

○活動の成果として、昭和50年、日本道路公団（現中日本高速道路）・東京都・杉並区・富

士見丘小学校・富士見丘小学校PTAの５者からなる「五者協議会」が設けられ、富士見丘

小学校の環境悪化を防ぐための協議が行われた。 

○昭和51年、中央自動車道の開通に先立ち、五者協議会において『確認書』が締結された。

これは、高井戸ランプの設置は継続協議とすること、放射５号線は上下線とも１車線プ

ラス停車帯での暫定供用とし、これを変更する場合はPTA等と協議解決することを前提と

した上で、小学校の設備改善や公害実態の常時観測、児童の健康診断の強化などを実施

することを５者で確認したもので、必要な場合には、学校移転等を実施することも明記

されている。 

○その後、確認書に基づき、校舎設備の改善、公害実態の常時観測の強化、学童の定期健

康診断の強化、交通規制の実施、交通安全施設の設置などの取り組みが行われている。 

 

（放射５号線本格供用に向けた動き） 

○平成15年以降、放射５号線の都市計画変更や環境影響評価が実施されるなど、放射５号

線の本格供用に向けた動きが起き始めている。 

 

 

＊資料３：五者協議会確認書 （第１回−資料６） 
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３．富士見丘小学校に関わる周辺環境の変化 

（１）放射５号線の整備 

○放射５号線の本格供用に向けた整備事業が始まろうとしている（完成は平成29年度の予

定）。昨年（平成25年）から、東京都による地元への事業内容や環境への影響等の説明会

が開催されており、今後も必要に応じて開催される方向にある。 

○東京都の資料および説明によれば、放射５号線の本格供用に伴い自動車交通量は倍増す

る見込みだが、環境影響予測では二酸化窒素（NO2）や浮遊粒子状物質（SPM）は環境基

準値の範囲に収まり、大きな影響はないとの予測であり、また騒音や振動も環境基準値

をクリアするとの予測である。 

○しかし、現実に自動車交通量が増加する以上、富士見丘小学校周辺や通学区域内におい

て、交通事故の危険性の増加、生活道路への通過交通の流入、排気ガスや騒音・振動な

どの環境問題への懸念は残る。 

○さらに、計画されている中央自動車道の高井戸オンランプが整備される場合についても

考慮する必要がある。高井戸オンランプは重要な課題であり、整備主体はNEXCO中日本（中

日本高速道路株式会社）である。同社からはまだ具体的な提示はないが、整備予定箇所

は、富士見丘小学校の直近であるため、オンランプ開通に伴う自動車交通量増加の影響

を受ける可能性がある。 

 

（２）高井戸公園の整備 

○東京都は高井戸公園を平成32年度までに優先的に事業を進める予定の重点公園・緑地に

設定している。具体的な整備スケジュールはまだ明らかでないが、用地買収に関する説

明会等が始められている。また、平成26年2月の時点で東京都は、高井戸公園用地として

複数の企業グラウンド等を購入済みであり、公園整備に向けて着実に歩みが進められて

いる。 

○高井戸公園は、現在ある３つの企業グラウンド等とその周辺市街地を含む広大な運動公

園である。平成25年２月の東京都公園審議会答申によれば、その面積は、最大の区立公

園である柏の宮公園の３倍以上にあたる13.7haにおよぶ。公園施設としては、多目的に

利用でき、開放的な空間を提供するとともに、災害時には復旧・救援活動に利用できる

大芝生広場ゾーン、野球場、サッカー場、テニスコート等の運動施設を中心にしたスポ

ーツゾーン等の整備が予定されている。まさに地域にとって大きな資産となる待望の公

園と言える。 

○高井戸公園の整備と関連する事柄として、区の依頼により学識経験者を中心とする研究

会でとりまとめられた『都市計画高井戸公園・周辺まちづくりグランドデザイン』（平成

21年3月）（以下、「グランドデザイン」という。）がある。これは、区の方針として定め

たものではないが、高井戸公園周辺のまちづくりを検討する際の参考とするためのもの

である。この『グランドデザイン』の中で、富士見丘小学校を富士見丘中学校に隣接す

る企業用地に移転し、中学校と一体的に活用していくという提案も示されている。 

○公園区域に含まれる企業グラウンドは、公園用地として東京都に売却されることになる。

隣接する企業用地は公園区域には含まれていないが、グラウンドの売却を機に売却され

る可能性がある。仮に、上述の『グランドデザイン』の提案にあるように、杉並区がそ
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の土地をまちづくり用地として取得することを考慮する場合、取得の可能性がある時期

は公園用地の売却が進められるここしばらくの間となろう。 

 

（３）校舎改築の検討時期 

○杉並区では、建築後50年から65年を学校改築の目安と考えている。富士見丘小学校は、

平成29年度に校舎の一部（昭和42年竣工）が建築後50年を経過し、改築の検討を行うべ

き時期を迎える。 

○また、富士見丘小学校では、幹線道路・高速道路に面していることから、昭和52年から

冷暖房設備が導入されているが、全館冷房・暖房のシステムとなっているため、個別の

教室ごとのきめ細かな空調ができない。さらに、平成８年度に改修した空調設備の状態

も悪くなっており、温度調節が難しい場合も少なくなく、学習の環境として問題がある

状態となっている。 

○一方、学校希望制度の廃止など、学校を取り巻く環境も変化する。従来、他校へ通って

いた児童が富士見丘小学校に通うようになることも考えられ、また、平成25年度に策定

が予定されている「杉並区立施設再編整備計画」では、学童クラブを学校内に併設して

いく方針も示されていることから、校舎の改築時には、学校規模を十分に考慮するとと

もに、学校施設の更なる効率的な活用が求められる。 

○また、施設老朽化とは異なる問題であるが、富士見丘小学校は、正門が面した富士見丘

通りにかなりの交通量があり、歩道等のゆとりも不十分なため、正門を十分に活用でき

ておらず、北西門と東門を使わざるを得ない状況である。 

 

 

＊資料４：東京都市計画道路放射第5号線（高井戸西区間）改良事業（平成25年11月都資料） 

＊資料５：高井戸公園の整備計画答申（第１回−参考資料３） 

＊資料６：都市計画高井戸公園・周辺まちづくりグランドデザイン（第２回−参考資料） 
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Ⅲ．富士見丘小学校の改築の比較検討 

以上の問題認識等を踏まえながら、富士見丘小学校周辺の将来的な都市計画施設整備等

による教育環境の変化への対応を考慮しつつ、改築を行う場合にはどのような方向性によ

るべきか各委員に意見を交換してもらうため、現在の校地を活用した改築案（A-1案・A-2

案）と、高井戸公園に隣接する企業用地を活用した移転改築案（B-1案・B-2案）を想定し、

それぞれの概要を事務局から説明後、懇談を行い、以下を確認した（比較検討案は8ページ）。 

 

１．現在の校地を活用する案（A-1案・A-2案） 

○A案は、現在の学校用地を活用して学校施設を改築する考え方である。 

○A-1案は、現在の学校用地の範囲内で改築するものである。 

○A-2案は、現在の学校用地に隣接する浅間橋公園も含めた範囲で改築するものである。た

だし、浅間橋公園の代替地の確保が必要である。なお、昭和57年に、富士見丘小学校PTA

より、浅間橋公園を学校用地に取り込み、特別教室や体育館を整備することを求める陳

情が区に対してなされた経緯がある。 

 

（比較検討） 

○現在の富士見丘小学校は、周辺に街区公園、私立幼稚園、私立保育園等がまとまってお

り、良好な住区画を形成している。現在の校地を活用する案（A-1案・A-2案）は、その

地区の雰囲気を維持・継承することができる。 

○通学区域のほぼ中央に位置するが、通学時に環状８号線、甲州街道等を横断する必要の

あるエリアがあることは現状と変わらない。 

○一方、放射５号線の本格供用の開始や、計画されている中央自動車道オンランプの設置

等により、自動車交通量が増加するので、環境や登下校時等の交通安全の面では懸念が

ある。 

○さらに、放射５号線・中央自動車道に面するという校地の立地条件は変わらないため、

引き続き、窓を閉め切って空調設備により室内環境を制御せざるを得ない場合が想定さ

れる。特に、中央自動車道オンランプが整備された後の影響を考慮する必要がある。 

○校地の南側に位置する浅間橋公園を校地に取り込む案（A-2案）では、放射５号線からや

や離れた位置に校舎や校庭を配置することが可能となるため、環境面での影響を多少と

も改善できる可能性がある。 

○しかし公園を校地に取り込むには、公園の代替地を確保する必要があり、近隣にはその

候補地が見当たらないことから、現在の校地内に代替公園を配置せざるを得ない可能性

が高い。その場合、校地の形状が不整形になるので、校舎や校庭の設計にしづらい面が

生じることもあり得よう。また、公園の移転には近隣住民の理解が必要であることも課

題である。 
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２．企業用地を活用する案（B-1案・B-2案） 

○B案は、『グランドデザイン』で提案されているように、高井戸公園に隣接する約7,000

㎡の企業用地を活用（取得）し、移転改築する考え方である。 

○B-1案は、富士見丘中学校に隣接する企業用地を敷地として、小学校の移転改築を行うも

のである。 

○B-2案は、企業用地と富士見丘中学校の用地を一体化し、その中で小学校と中学校を再整

備するものである。 

 

（比較検討） 

○企業用地を活用し移転する案（B-1案・B-2案）は、高井戸公園に隣接し、放射５号線・

中央自動車道からも離れるため、良好な環境が確保できる。 

○広大な高井戸公園に隣接することで、運動や自然観察をはじめ、伸びやかで多様な学習

活動を展開することが期待でき、児童の成育に関しては良好な環境となる。例えば区内

他校の事例として、環状７号線と青梅街道に隣接し、深刻な環境問題にさらされていた

杉並第十小学校の場合、公園と一体となった環境である現在の校地に移転した結果、児

童の外遊びや運動能力などの面で著しい効果が見られた。 

○また、広域避難場所である高井戸公園に隣接して、震災救援所としての役割を担う小中

学校が立地することは、地域に対する防災面でも大きな効果を持つものと考えられる。 

○小学校と中学校を一体的に整備する案（B-2案）は、現中学校敷地の一部をセットバック

することにより、富士見丘通りの歩行者空間の拡幅整備が可能である。富士見丘通りの

交通安全対策は、地域が長年取り組んできたまちづくり課題であり、それに配慮した学

校整備とすることは必要である。なお、企業用地と中学校との間の区道の取扱いについ

ても検討が必要である。 

○施設一体型小中一貫教育校とした場合は、特別教室や図書室、ラーニングセンター等を

小中で共有することにより、効率的に質の高い学習環境を整備することが期待できる。

また、6歳から15歳までが共存する形になるため、安全面での配慮を要するが、他都市の

先行事例等では、中学生が自然と小学生に配慮した行動を取れるようになったり、下級

生が上級生の遊びを見て学ぶ機会が得られることから、外遊びや運動能力等の発達が促

進されるといった効果も指摘されている。 

○一方、企業用地を活用する案は、校地面積が現在よりも狭くなる点が懸念材料である。

改築後の校舎に求められる面積も現状より広くなるであろうことを考慮すると、校庭の

面積確保にかなりの制約となるおそれがある。杉並第十小学校と蚕糸の森公園のような

形を事例の一つとして、隣接する高井戸公園を利用できることが重要となる。その点に

ついて、東京都と十分に調整することが必要となる。 

○通学区域における位置として、やや北側に偏った立地となるため、特に上高井戸地区か

らは長距離通学（約1.7km）となる地域が生じる。スクールバスの導入等も視野に入れな

がら、対応を検討する必要がある。また、通学途上に複数の幹線道路を横断する地域に

対する安全対策も必要となる。 
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Ⅳ．富士見丘小学校改築の方向性 

１．改築の大きな方向性 

大きくA案とB案の２つの考え方を比較したうえで意見交換をした。その結果、各委員か

らは、以下の意見が出された。 

 

○A案は、交通量の増加に伴う安全面や環境面での懸念が残される一方、校地が通学区域の

ほぼ中央に立地し、面積的にはB案を上回る。一方のB案は、子どもの成育環境や周辺ま

ちづくりへの貢献等の観点から大きな魅力と可能性がある。しかし、公園の利用の担保

や通学距離の問題など、解決すべき課題もある 

○将来の子どもたちの成育環境をできるだけ豊かにすることを重視したいと考える。 

○今、児童にとって、のびのびと過ごせる場所があること、外で遊ぶということが、非常

に大事になっている。子どもの心と体がバランスよく育っていくという成育環境として、

公園の近くに学校があるということは理想的であろう。幹線道路の隣接で懸念される校

庭の大気環境は、冷暖房の完備によるカバーが可能な教室とは異なり、設備的な対応で

改善を図ることができないものである。 

○また、小中一体型一貫教育校では、6歳から15歳までが共存する形になるが、その中で、

中学生が自然と小学生に配慮できるようになったり、下級生が上級生の遊びを見て学ぶ

機会が得られたりするなど、年齢に幅があることのポジティブな効果も期待できるとこ

ろである。 

 

以上より、各委員は『グランドデザイン』で提案されている高井戸公園に隣接する企業用

地を活用し、富士見丘中学校と一体的に再整備するB-2案の考え方には、大きな魅力と可能

性があり、さまざまな課題や未検討の事項を大いに含んでいることは了解した上で、富士見

丘小学校の改築の方向性として、B-2案の考え方を目指すべきであるとの方向で一致した。 

 

２．方向性の実現に向けた協議調整事項 

各委員からは、B-2案の方向を実現することを考えた時に、対処すべき協議調整事項が３

点あるとの指摘があった。 

 

○１つめは、移転を予定する企業用地所有者との協議である。企業用地を杉並区が取得（利

用）できるということがB案の大前提となる。適切な時期を逃さず、土地の取得（利用）

に関する条件を整える必要がある。 

○２つめは、高井戸公園管理者である東京都との協議である。子どもたちの豊かな成育環

境を確保する上で、隣接する高井戸公園の利用が望ましい。蚕糸の森公園と杉並第十小

学校はいずれも区立施設であり、横の連携は取りやすかった。高井戸公園は都立公園で

あるため、都区双方のメリットをうまく調整しながら、条件を整えていく必要がある。 

○３つめは、富士見丘中学校との協議である。B-2案の場合、富士見丘小学校の移転改築は、

同時に富士見丘中学校の改築ということにもなる。この懇談会の過程では、中学校側の

考えを聞くような機会は持っていない。B-2案の方向性を模索する上で、中学校側との意
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思の疎通は不可欠である。また、小中一貫教育への理解を地域で深めていくことも必要

である。 

 

 

Ⅴ．取り組み上の留意点 

教育委員会はB-2案の実現に向け、次年度以降取り組んでいくこととするが、その際に各

委員から出された以下の意見に留意するものとする。 

 

（１）将来を見据えた幅広い関係者を交えた検討 

○本懇談会では、富士見丘小学校の改築の方向性として、B-2案の考え方を取るべきとの意

見で一致した。これは、移転を絶対条件とするという意味ではなく、課題を含んでいる

ことを前提に、より幅広い関係者の参画を得ながら、移転案の実現性を正面から検討す

べきという趣旨である。次年度以降、前述した課題への対応を図りながら、B-2案の方向

性を目指したより広範な検討が進められることを期待する。 

○富士見丘小学校の改築が、今すぐではなく近い将来の話であることを考えると、現在の

在籍児童や保護者の意向だけでなく、将来の児童の保護者たちの意見も汲み取るべきで

ある。さらには昭和40年代から幹線道路による環境問題を抱えてきた歴史的経緯も踏ま

え、広く杉並区民の理解を得ていくことも必要である。 

○さらに、B-2案の実現に向けては、公園管理者である東京都との協議、企業用地所有者と

の協議、中学校との協議、企業用地と中学校間の区道の処理に係る道路管理者との協議

など、多方面にわたる協議・調整・検討が不可欠である。B-2案の実現を軸として、幅広

い関係者との協議・検討を期待する。また、移転した場合の現在の学校用地（跡地）の

扱いについても十分に検討される必要がある。 

 

（２）よりよい小中一貫校の姿の検討 

○B-2案では施設一体型小中一貫教育校の設置が選択肢の一つとなっている。今後は、富士

見丘中学校の関係者等を交えた意見交換の機会を設け、施設一体型小中一貫教育校に関

する理解を深めながら、よりよい小中学校のあり方にさらなる検討・議論が必要である。

その際、杉並区内においては、平成27年度には新泉・和泉地区で、平成31年度には高円

寺地区で施設一体型小中一貫教育校の設置が予定されていることから、それらの先行事

例の経験から得られる知見等も十分に活かしながら、検討を進めることを期待する。な

お、富士見丘中学校の校舎のうち、普通教室棟の建築年度は昭和48年であるが、特別教

室棟２棟の建築年度は昭和55年及び昭和63年であり、まだ築30年前後であるため、これ

を解体して一体で整備することについての課題もある。 

  小学校部分を先行して移転し、その後中学校部分を改築する案も考えられ、今後の検討

課題の一つである。 
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（３）移転した場合の影響等に関する検討 

○現在でも富士見丘小学校への通学には、杉並区でも最も混雑する交差点の１つである上

高井戸一丁目の交差点を横断しなければならない子どもたちもいるなど、通学路に問題

を抱えている。特に、B-2案の場合、一部地域からの通学の長距離化や幹線道路横断の負

担増大などが生じるため、スクールバスの導入も視野に入れながら、通学路の安全確保

の検討がなされるべきである。 

○放射５号線の整備に伴い自動車交通量の増加が見込まれていることや、計画されている

中央自動車道高井戸オンランプについても考慮すると、登下校時の交通安全には十分な

配慮が必要となることに留意すべきである。 

○また、大気や振動・騒音等の面で、高井戸公園側の環境が、現在の校地と比較してどの

程度優れているのかを把握することは、保護者や地域住民等にB-2案の優位性を理解して

もらう上でも必要であろう。平成20年7月から平成21年4月まで計測された富士見丘中学

校の大気環境測定の結果を富士見丘小学校の同時期の環境測定と比較すると、幹線道路

からの距離が離れることによる大気汚染の軽減効果があることが推測される。今後、放

射５号線の本格供用の開始等に伴い、状況は大きく変わることが予想されるので、周辺

環境の状況をしっかりと確認していく必要がある。 

 

 

＊資料７：富士見丘小学校及び富士見丘中学校大気環境測定状況等について（第５回−資料１） 
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懇談会委員名簿 

 

 委員名 役職等・備考 

学識経験者 高見澤 邦郎 首都大学東京名誉教授 

学識経験者 村上 美奈子 杉並区都市計画審議会委員 

児童保護者 柳瀬 香織 平成24年度PTA会長 

児童保護者 白井 順美 平成25年度PTA会長 

学校関係者 鈴木 仁也 学校運営協議会会長 

学校関係者 平田 敬子 学校運営協議会会長職務代理 

町会・自治会関係者 嶋田 和己 

内藤 松幸 

上高井戸町会会長 

上高井戸町会副会長 

町会・自治会関係者 安江 水城 富士見丘町会会長 

教職員 池上 育志 富士見丘小学校校長 

区職員 玉山 雅夫 教育委員会事務局学校教育担当部長 

 ※第４回・第５回は、上高井戸町会会長嶋田和己氏の代理として、同町会副会長 

内藤松幸氏が出席した。 

 

 事務局 

 

所属 氏名 

１ 環境課長 齋木 雅之 

２ 環境課公害対策係長 石渡 基晴 

３ 都市整備部調整担当課長 緒方 康男 

４ 都市施設担当係長 近藤 生郎 

５ 学校整備課長 喜多川 和美 

６ 学校整備課教育施設計画係長 伊藤 学 

７ 学校整備課教育施設計画係 土屋 利弘 

８ 学校支援課長 青木 則昭 

９ 学校支援課新しい学校づくり係長 落合 健太郎 

10 学校支援課新しい学校づくり主査 松島 雄二 

11 学校支援課新しい学校づくり係 小澤 恵子 
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懇談会開催状況 

 

回 数 時 期 検討内容 

第１回 平成25年８月27日 
富士見丘小学校をとりまく今後の環境変化

について 

第２回 平成25年11月12日 富士見丘小学校の教育環境について 

第３回 平成25年12月13日 富士見丘小学校の教育環境について 

第４回 平成26年１月21日 
富士見丘小学校教育環境懇談会中間のまと

めについて 

第５回 平成26年２月28日 
富士見丘小学校教育環境懇談会のまとめに

ついて 

   

 

 



 
 
 
 
富士見丘小学校教育環境懇談会 まとめ 
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資料２：富士見丘小学校指定通学区域の児童の在籍校（第2回資料５） 2 
 
資料３：五者協議会確認書（第１回-資料６-２） 3 
 
資料４：東京都市計画道路放射第5号線（高井戸西区間）改良事業（平成25年11月都資料） 4 
 
資料５：高井戸公園の整備計画答申（第１回-参考資料３） 7 
 
資料６：都市計画高井戸公園・周辺まちづくりグランドデザイン（第２回-参考資料） 13 
 
資料７：富士見丘小学校及び富士見丘中学校大気環境測定状況等について 23 
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